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も比較的短かったようであ 堤 利夫 1978年4月2日-1982年4月1日
る。台湾演習林では設置直 佐々木功 1982年4月2日-1986年4月1日































































































































教 助 講 助
事務官
技
教授 計授 師 手 計 官 計
1 1 。13 15 4 I 38 42 57 
l 1 。13 15 4 I 38 42 57 
1 2 。12 15 3 I 38 41 56 
1 2 。1 14 3 I 37 40 54 
2 。13 16 3 I 39 42 58 
1 4 。13 18 5 I 35 40 58 
1 4 。13 18 1 33 4 62 
1 4 。13 18 1 33 44 62 
1 4 2 11 18 12 99 111 129 
1 4 2 11 18 12 99 111 129 
l 4 2 1 18 12 99 111 129 
l 4 2 1 18 12 99 111 129 
1 4 2 1 18 12 96 108 126 
l 4 2 1 18 12 96 108 126 
1 4 2 1 18 12 95 107 125 
l 4 2 1 18 12 94 106 124 
1 4 2 11 18 12 92 104 122 
1 4 2 1 18 12 90 102 120 
4 2 1 18 12 87 99 117 
1 4 2 1 18 12 85 97 115 
1 5 2 9 I 17 12 82 94 III 
1 5 2 9 17 12 80 92 109 
l 5 2 9 17 12 78 90 107 
2 4 2 9 17 12 77 89 106 
2 4 2 9 I 17 12 76 88 105 
2 4 2 9 17 12 75 87 104 
2 4 2 9 17 12 73 85 102 
2 4 2 9 17 12 72 84 101 
2 4 2 8 16 12 70 82 98 
2 4 2 8 16 12 69 81 97 
2 4 2 8 I 16 12 68 80 96 
2 4 2 8 I 16 12 65 7 93 
2 4 2 8 I 16 20 56 76 92 
2 4 2 8 16 21 54 75 91 
2 4 2 8 I 16 20 54 74 90 
2 4 2 8 16 21 52 73 89 
2 4 2 8 16 21 50 71 87 
2 4 2 8 16 21 50 71 87 
2 4 2 8 16 21 48 69 85 
2 4 2 8 16 21 46 67 83 
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北海道演習林白糠区年度別造林地面積
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図12-20 徳山試験地概略図
が行われた。この時代の研究成果に
林学科講師柴田信男(r日林関西支講J
1953年)、林学科助教授堤利夫ら
u日林講j1960年)、教授佐野宗ーら
(W演集J1965年)の報告がある。な
お、現在、旧試験地は周南緑地とし
て整備され、「万葉の森」として広
く市民に親しまれている。当時植栽
されたわが国で、は唯一と思われるタ
第2節各演習林・試験地
写真12-62 旧徳山試験地事務所跡地
(現-徳山市周南緑地)
カサゴイヌザクラなどが現在もここで育っている。
現試験地は移転当時は全面積のほぽ半分が2次林であった。残りの面積の
うち10haは当時林齢40年生のヒノキを主とする人工林であり、現在の苗畑の
部分はアカマツが散生したススキが多い草原であった。移転直後に車道の開
設と苗畑の造成が始められ、翌昭和42(1967)年には事務所が新築された。こ
の事務所は昭和55(1980)年7月1日の総降水量180mmの集中豪雨によって裏
手の西側斜面が崩壊し、車庫とともに倒壊したが、翌昭和56年には被害を受
けた他施設とともに再建された。現在は苗畑隣接地に危険物倉庫、作業所な
どの諸施設も整備されている。また、平成3(1991)年9月30日には19号台風
によって、ヒノキ、マツの試験林や見本林に多大な被害が発生した。被害状
況は、幹折れ、根返りなどの直接の被害に加えて、塩風害によってヒノキな
どの樹木の葉が変色、落葉し、枯死するといった現象が見られ、この台風で
被害を受けた林木は1，347本、材積で:'173m'に及んだ。
本試験地は瀬戸内型気候のもとにあるが、年降水量は1，915m田で、比較的
多い。植生はシイ類、カシ類、タブノキ、クロキなどからなる常緑広葉樹林
帯に属し、天然生林の多くはこれらの常緑樹種に加えてアカマツとコナラ、
クヌギ、ヤマザクラなどの落葉広葉樹が混交する林相である。現在は昭和40
年代後半頃から猛威をふるったマツ枯れ被害によって大半のアカマツが枯死
し、タブノキを主とする常緑広葉樹林へ変わりつつある。
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写真12-63 整地前の緑化樹
見本園付近
写真12-65 現徳山試験地事
務所と徳山市街
写真12-67 緑化樹見本閏
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写真12-64 移転当時の徳山試験地
写真12-66 徳山試験地内の天然生林
写真12-68 '7ツ属試験林
第2節各演習林・試験地
試験地設置以来、天然生林を伐採して人工林を造成した結果、平成5年現
在人工林は全面積の49%に当たる20haに及ぴ、その内訳はヒノキ林13.2ha、
マツ林3.5ha、スギ林2.3ha、その他の見本林となっている。設置当時に引き
継がれたヒノキ人工林は、以前の手入れが不十分で、あったために形質の悪い
ものが多く、昭和57(1982)年から順次間伐を行って林相の改良に努めてい
る。現在、林齢は70年生で、平均蓄積量は450m'jhaほどに達し、施業方針と
して長伐期大径材生産を目指している。
試験地設置以後に植栽した部分にはスギ、ヒノキ、マツ類などの産地別生
育比較試験林やサクラ、カツラなどの見本林、緑化樹見本固などが設定され
ている。マツ類の試験林では植栽個体がマツ枯れによって次々に枯死してい
るため、その過程を調べ、種や産地によるマツノザイセンチュウに対する耐
性について調査している。平成 3(1991)年の19号台風で被害が集中した林地
では、残存している被害木の整理や補植などを加え、森林の回復を図ってい
る。
本試験地において現在進められている研究項目は、①マツ類の育種、②ヒ
ノキ林の保育方法、③天然林の植生遷移、④森林の風致的な取り扱いと天然
更新技術、⑤各種緑化樹の養成と刈り込み技術などである。設置当初は苗畑
や森林を利用した造林と保護に関する研究に限られていたが、平成元(1989)
年に林内作業車やミニショベルなどを導入する一方、平成 5(1993)年からの
酸性雨の観測やフェノロジー調査などが加わり研究領域が広げられ、森林作
業功程や環境問題などに関する研究成果も公表されるようになった。
いままでに本試験地で行われた試験研究には、大学院生斎藤秀樹らのメタ
セコイア林の物質生産<ri寅報J1970年)、堤らの徳山試験地の植生m寅集1
1972年)、講師川那辺三郎らや林学科助手玉井重信らのヒノキ人工林の現存
量や林内の光環境と樹下植栽(W演報J1975年ほか)、技官二村一男の鳥類相
(r演集.J1976年ほか)、助手稲森幸雄のマツ類の育種と成長(r日林関西支講』
1976年ほか)、助手上田晋之助らのヒノキ人工林、タブノキ天然林の物質循
環(r演報j1977年ほか)、助教授古野東洲らの外国産マツ属の虫害(r演報』
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1978年ほか)、技宮中井勇らのマツ類の育種やマツ枯れ被害m寅報J1981年、
n寅集.!1994年)、大学院生曾根晃ーらのマツノタマパエによる被害(r日林誌1
1982年)、技官牧瀬明宏らのヒノキ幼齢林の植栽密度試験(fi寅集J1992年)、
教授川那辺らの19号台風による林木の被害(r演集J1993年)、技官北川新太郎
らの負圧差地下自動濯水によるヒノキさし木の活着m寅集J1994年)、助教授
山本俊明らのヒノキ間伐材搬出作業の功程と労働強度m寅集J1994年)などに
関するものがある。
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